
会報

164第 号
令和7年8月

※ご応募いただく際お預かりする個人情報は、掲載させていただいた方への図書カードの送付のために利用させていただきます。

住所、氏名、電話番号、撮影年月日、撮影場所、写真の簡単な説明を記入したメモを必ず添えて、表紙裏面に記
載の住所あてに郵送、あるいは協会までご持参ください。写真はつちおと掲載後に返却いたします。 

つちおとの表紙を飾る写真つちおとの表紙を飾る写真 ◆テーマ・題材◆静岡県内の明治・大正・昭和期の建設工事関連写真

掲載の方には
2,000円分の
図書カード
進呈!

磐田にある国の登録有形文化財
昭和3年に開通した後、昭和11年にわずか7年余りの短い操業期間で
破産した光明電鉄。現在の磐田駅の北にあった「新中泉駅」から北上し、
二俣を経由して船明まで延びる計画でした。操業期間の短さから「幻の鉄
道」とまで呼ばれています。
その後、この地域に日本国有鉄道二俣線が昭和15年に開通し、それを
引き継いで昭和62年に天竜浜名湖鉄道が誕生し、今に至っています。
磐田市の中でも登録有形文化財となった神田隧道とすぐ北側にある伊
折隧道は、昭和5年に造られた隧道をそのまま使っている天竜浜名湖鉄道
の中で最も古い時期の施設です。

「いわた文化財だより」より引用「いわた文化財だより」より引用

光明電気鉄道 神田隧道（北側）
写真引用： 幻の光明鉄道　開発構想とその周辺

現在の神田隧道（南側）
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安全で安心して暮らし続けられる
持続可能なまち 菊川市

■持続可能な社会の実現にむけて

■建設・土木分野とSDGsの関係

平成27年の国連サミットにおいて、持続可能な社会
の実現にむけた17の国際目標としてSDGsが採択さ
れ、さまざまな取組が進められています。SDGsは令和
12年に最終年を迎えますが、「持続可能性」の概念な
どは地方自治体にとって必要不可欠な理念であり、今
後もSDGsを積極的に取り入れていくことが求められ
ています。

防災対策強靱化事業

その他の取り組み

建設・土木分野は、防災・減災や治水対策を通じて
SDGsと深く関わっています。例えば、水害に備えた
貯留施設の整備等により、豪雨や台風による洪水リ
スクを軽減し、人命や財産を守ることができます。これは「災害に強いまちづくり」と直接関係しています。また、気候
変動による自然災害の激甚化に対応するという点で、目標13「気候変動に具体的に対策を」とも関連します。持続
可能で安全な地域社会の実現には、建設・土木技術の活用と継続的な整備が不可欠です。

菊川市では、毎年のように発生する豪雨や予想される大規模地震等から市民の生命と財産を守るため、「菊川市
防災対策強靱化事業」を進めています。豪雨による浸水被害が頻発する市南部地域の浸水対策や市内各所での災
害に迅速に対応するための災害対策本部と被災地を結ぶアクセス幹線道路の冠水対策、さらに災害発生時に災害
対策本部の機能が確実に発揮できるよう、災害対策本部棟の整備を始め、市役所本庁舎外壁の改修や老朽化した
建物の解体、駐車場整備など市役所本庁舎敷地一帯の防災体制の強靱化を図っています。

市内南部に位置する黒沢川は、合流する牛淵川への
流れが妨げられることにより、流域住宅への浸水を繰
り返しており、黒沢川流域の浸水対策は地域住民の悲
願であり、早急な対応が求められています。「菊川水系
流域治水プロジェクト」による治水対策を踏まえ、公共
用地等を利用した雨水貯留施設の段階的整備を進め
ています。
令和7年3月には、市立岳洋中学校の校庭を利用し

た、面積12,200㎡、貯留量2,480㎥の雨水貯留施設
を整備しました。今後は、棚草川及び黒沢川に隣接す
る農地への雨水貯留施設を整備していきます。これに
より、住宅への浸水軽減を図るとともに、道路の冠水を
防止し、災害対策本部から市南部地域への交通を確保

することにより、迅速な災害対策の実施が可能となり
ます。また、棚草川隣接地の雨水貯留施設は、平時に
おいては広く市民が利用できる機能を併せ持つ施設と
します。
黒沢川流域の治水対策（岳洋中学校校庭雨水貯留施設）

着手後着手前

災害対策本部棟及び堀之内体育館建築工
事は、令和9年度の完成を目指しており、本庁
舎から独立した施設として整備し、災害対策本
部機能を移転します。また、老朽化した堀之内
体育館を建替え、災害対策本部棟と一体的に
整備することで、災害支援拠点として、本庁舎
の代替施設や被災者支援資機材の備蓄、実働
機関等の参集・待機に備える施設とします。

 「高い安全性の確保」「機能維持を図る施設」「ぬくもり・やわらかさ・あんしんを与える施設」をコンセプトとし、大
規模災害に耐える強固な構造を有するとともに、発災後、即座に災害対応能力を発揮できる十分な機能確保を図り
ます。また、地球温暖化対策に配慮した施設として、高効率・高断熱を図り消費エネルギーを削減するとともに、体
育館屋根には太陽光発電パネルを設置することで、市公共施設で初のZEB（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）認定を
目指します。この他、老朽化した本庁舎の外壁剥落防止工事や不足する駐車場整備など、市役所敷地一帯の防災
機能の強化に取り組んでいます。

令和3年度から、県営土地改良事業として実施している農地整備事業（経営体育成型）川西地区において、水田
の貯水機能を治水に利用する田んぼダムの推進に取り組んでいます。令和6年度末で、水田1.28ヘクタールにつ
いて、貯留が可能となり、大雨時に排水路に流れ込む
水の量を減らすことで、急な水位上昇を抑える効果が
見込まれます。事業完了後は、27.2ヘクタール、最大
で貯留量68,000㎥の計画となっております。
引き続き田んぼダムの推進に向けては、静岡県と連
携し、地権者や耕作者のご理解とご協力を得ながら進
めてまいります。

業務内容に土木、というワードを聴く機会があっても、実際はどのようなことを行っているのかはイメージしにく
くなっていることが現状です。そこで、土木という仕事をもっと身近に、内容を知ってもらうために私たちが行ってい
る業務紹介や進捗状況紹介をSNSにて発信しています。
道路を作ることや維持修繕といったものだけでなく
川や橋の点検、道路の凍結対策で塩化カルシウムをま
く、道路や公園の草刈りを行うといった身近なことや意
外なことも土木となっています。
SNSという幅広く発信できるツールを使い、少しでも
土木という仕事を身近に感じてもらい、興味を持っても
らえることを期待します。

特集

災害対策本部棟＆堀之内体育館パース

①黒沢川流域の治水対策

②災害対策本部棟及び堀之内体育館建築工事

③田んぼダム

④「土木」って何だろう?
～身近に感じてもらうために～菊川どぼくらぶ
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袋井市では、同笠海岸の防潮堤を含む地域資源を活用し、官民連携による沿岸部のにぎわいづくりに取り組む事業と
して、「海のにぎわい創出プロジェクト」を推進しています。その一環として、令和6年度に浅羽体育センター敷地内に、
様々な来訪者の安らぎとにぎわいを育むエリアの拠点施設として、「休憩・交流施設及びトイレ」を新築しました。
この施設は、2つの四角いブロックの上に、平たく大きな木製の屋根を架けたデザインとなっており、人々がその屋根の

下に集い、休憩や交流をすることができる機能を備えています。また、建物の形状を直線的にし、高さを低く抑えるととも
に、色彩を無彩色にすることで、周囲の自然と調和し、時間をかけて同笠海岸のシンボルとなるよう設計されています。

海のにぎわい創出プロジェクト
「休憩・交流施設及びトイレ」が完成しました！

工 事 名： 令和６年度 海のにぎわい創出プロジェクト 休憩・交流施設及びトイレ新築工事
発 注 者： 袋井市長　大場 規之 
工　　期： 令和６年７月２日～令和７年３月18日
敷地面積： 1,120.50㎡
 （１）休憩・交流施設及びトイレ 鉄筋コンクリート造　地上１階
　　　 　　建築面積：259.56㎡ 延床面積：283.48㎡
 （２）備品倉庫 木造　地上１階
　　　 　　建築面積：26.50㎡ 延床面積：26.50㎡
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建築概要

建築工事： 塚本建設株式会社
電気設備工事： 株式会社立正電気
機械設備工事： 袋井設備株式会社
設計監理： 企業組合針谷建築事務所
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祭
神

御
由
緒

御
由
緒

伊
勢
神
宮
の
外
宮
の
神
様
を
御
祭
神
と
し
、
五
穀
豊

穣
、産
業
振
興
の
神
様
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

創
建
の
年
代
は
不
詳
で
あ
り
、室
町
時
代
か
そ
れ
以
上

の
由
緒
あ
る
歴
史
を
も
つ
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
も
と
は
掛

川
城
内（
掛
川
城
三
の
丸
に
該
当
す
る
地
）に
鎮
座
し
て
い

た
も
の
を
、徳
川
家
康
の
遠
江
攻
め
の
掛
川
城
包
囲
戦
で
、

笠
町
砦
が
築
か
れ
た
処
で
、掛
川
城
開
城
後
、城
の
拡
張
に

合
わ
せ
、
奥
村
の
鈴
木
家
の
祖
先
が
所
有
地
で
あ
る
現
在

地
に
移
し
た
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
現
在
の
本
殿
は
昭
和

九
年
に
改
築
さ
れ
、
県
内
で
も
屈
指
の
神
明
造
の
本
殿
で

あ
り
ま
す
。

※
立
札
よ
り
抜
粋

第
二
十
一
回
は
、掛
川
市
仁
藤
に
あ
る「
神
明
宮
」、通
称「
仁
藤
の
神
明

様
」を
紹
介
し
ま
す
。豊
受
大
神
を
祀
っ
て
お
り
、五
穀
豊
穣
や
産
業
振

興
に
神
徳
が
あ
る
そ
う
で
す
。江
戸
時
代
に
龍
尾
神
社
や
利
神
社
と
３

社
合
同
で
祭
礼
を
実
施
し
て
お
り
、掛
川
祭
の
起
源
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

祭
事
・
年
中
行
事

祭
事
・
年
中
行
事

豊
受
大
神

（
と
よ
う
け
の
お
お
か
み
）

例
祭
日

例
祭
日

十
月
十
日
に
近
い
日
曜
日



建設
ステーション

45

令和7年8月1日発行令和7年8月1日発行

中
東
遠
の

　 

　
神
社
を
訪
れ
る

中
東
遠
の

　 

　
神
社
を
訪
れ
る21

掛
川
市
仁
藤
鎮
座

　
　神
明
宮

掛
川
市
仁
藤
鎮
座

　
　神
明
宮

祭
礼
に
つい
て
は
、祇
園
祭
や
秋
祭
り
が
知
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、明
治
時
代
以
前
は
祇
園
祭
が
6
月
15
日
に
、秋

祭
り
は
９
月
14
日
に
斎
行
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
大
正
９

年（
1
9
2
0
年
）か
ら
は
、
祇
園
祭
と
秋
祭
り
は
合
同

で
10
月
に
斎
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、神
明
宮
は
、龍
尾
神
社
、利
神
社
、池
辺
神
社
、

白
山
神
社
、
津
島
神
社
、
貴
船
神
社
と
と
も
に
７
社
合
同

の
祭
礼
と
し
て
掛
川
祭
を
執
り
行
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
も
と
も
と
掛
川
祭
は
、神
明
宮
が
龍
尾
神
社
や

利
神
社
と
３
社
合
同
で
行
っ
て
い
た
祭
礼
を
起
源
と
し
て

お
り
、江
戸
時
代
中
期
よ
り
執
り
行
わ
れ
て
き
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
お
い
て
、
複
数
の
神
社
が
合
同
で

祭
礼
を
執
り
行
う
の
は
全
国
的
に
見
て
も
珍
し
い
事
例
で

あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
掛
川
宿
は
掛
川
城
の
総

曲
輪
の
内
側
に
位
置
し
、そ
の
た
め
、他
の
城
下
町
と
は
異

な
り
、
侍
町
と
宿
場
町
が
一
体
化
し
て
お
り
、
龍
尾
神

社
、
神
明
宮
、
利
神
社
の
３
社
の
氏
子
区
域
の
垣
根
を
越

え
て
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
背
景
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

袋井市では、同笠海岸の防潮堤を含む地域資源を活用し、官民連携による沿岸部のにぎわいづくりに取り組む事業と
して、「海のにぎわい創出プロジェクト」を推進しています。その一環として、令和6年度に浅羽体育センター敷地内に、
様々な来訪者の安らぎとにぎわいを育むエリアの拠点施設として、「休憩・交流施設及びトイレ」を新築しました。
この施設は、2つの四角いブロックの上に、平たく大きな木製の屋根を架けたデザインとなっており、人々がその屋根の

下に集い、休憩や交流をすることができる機能を備えています。また、建物の形状を直線的にし、高さを低く抑えるととも
に、色彩を無彩色にすることで、周囲の自然と調和し、時間をかけて同笠海岸のシンボルとなるよう設計されています。

海のにぎわい創出プロジェクト
「休憩・交流施設及びトイレ」が完成しました！

工 事 名： 令和６年度 海のにぎわい創出プロジェクト 休憩・交流施設及びトイレ新築工事
発 注 者： 袋井市長　大場 規之 
工　　期： 令和６年７月２日～令和７年３月18日
敷地面積： 1,120.50㎡
 （１）休憩・交流施設及びトイレ 鉄筋コンクリート造　地上１階
　　　 　　建築面積：259.56㎡ 延床面積：283.48㎡
 （２）備品倉庫 木造　地上１階
　　　 　　建築面積：26.50㎡ 延床面積：26.50㎡

神明宮（本殿）

神社
（稲荷神社、多賀神社、水神社）

参道

し
ん

　
　
　
　
　め
い

　
　
　
　
　
　

 

ぐ
う

し
ん

　
　
　
　
　め
い

　
　
　
　
　
　

 

ぐ
う

建築概要

建築工事： 塚本建設株式会社
電気設備工事： 株式会社立正電気
機械設備工事： 袋井設備株式会社
設計監理： 企業組合針谷建築事務所

設計・施工

御
祭
神

御
祭
神

御
由
緒

御
由
緒

伊
勢
神
宮
の
外
宮
の
神
様
を
御
祭
神
と
し
、
五
穀
豊

穣
、産
業
振
興
の
神
様
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

創
建
の
年
代
は
不
詳
で
あ
り
、室
町
時
代
か
そ
れ
以
上

の
由
緒
あ
る
歴
史
を
も
つ
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
も
と
は
掛

川
城
内（
掛
川
城
三
の
丸
に
該
当
す
る
地
）に
鎮
座
し
て
い

た
も
の
を
、徳
川
家
康
の
遠
江
攻
め
の
掛
川
城
包
囲
戦
で
、

笠
町
砦
が
築
か
れ
た
処
で
、掛
川
城
開
城
後
、城
の
拡
張
に

合
わ
せ
、
奥
村
の
鈴
木
家
の
祖
先
が
所
有
地
で
あ
る
現
在

地
に
移
し
た
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
現
在
の
本
殿
は
昭
和

九
年
に
改
築
さ
れ
、
県
内
で
も
屈
指
の
神
明
造
の
本
殿
で

あ
り
ま
す
。

※
立
札
よ
り
抜
粋

第
二
十
一
回
は
、掛
川
市
仁
藤
に
あ
る「
神
明
宮
」、通
称「
仁
藤
の
神
明

様
」を
紹
介
し
ま
す
。豊
受
大
神
を
祀
っ
て
お
り
、五
穀
豊
穣
や
産
業
振

興
に
神
徳
が
あ
る
そ
う
で
す
。江
戸
時
代
に
龍
尾
神
社
や
利
神
社
と
３

社
合
同
で
祭
礼
を
実
施
し
て
お
り
、掛
川
祭
の
起
源
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

祭
事
・
年
中
行
事

祭
事
・
年
中
行
事

豊
受
大
神

（
と
よ
う
け
の
お
お
か
み
）

例
祭
日

例
祭
日

十
月
十
日
に
近
い
日
曜
日



67

協
会
活
動
報
告

総
　会

５
／
15
㈭
　

令
和
7
年
度 

袋
井
建
設
業
協
会
定
時
総
会

●
令
和
６
年
度
決
算
の
承
認

●
定
款
の
一
部
変
更

●
報
告
事
項

・令
和
６
年
度
事
業
報
告

・令
和
７
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

・会
員
の
退
会

令
和
7
年
度 

袋
井
地
区
建
設
事
業
協
同
組
合

　
通
常
総
会

●
令
和
６
年
度
決
算
の
承
認

●
定
款
の
一
部
変
更

●
報
告
事
項

・令
和
６
年
度
事
業
報
告

・令
和
７
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

・組
合
員
の
脱
退

令
和
7
年
度 

建
災
防
静
岡
県
支
部
袋
井
分
会

　
通
常
総
会

●
令
和
６
年
度
決
算
の
承
認

●
規
程
の
一
部
変
更

●
報
告
事
項

・令
和
６
年
度
事
業
報
告

・令
和
７
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

委
員
会
等

■
正
副
会
長
会
議

3
／
26
㈬ 

第
12
回 

正
副
会
長
会
議（
令
和
6
年
度
）

・第
8
回（
令
和
6
年
度
）理
事
会
上
程
議
案・報
告
事
項

4
／
4
㈮ 

第
1
回 

正
副
会
長
会
議

・県
発
注
機
関
及
び
磐
田
労
基
署
へ
の
挨
拶・情
報
交
換

4
／
22
㈫ 

第
2
回 

正
副
会
長
会
議（
兼
総
務
委
員
会
）

・令
和
7
年
度
定
時
総
会
等
の
進
行

・令
和
7
年
度
定
時
総
会
等
の
提
出
議
案
等

・会
員
研
修
の
参
加
申
込
状
況
　
ほ
か

5
／
7
㈬ 

第
3
回 

正
副
会
長
会
議

・第
１
回
理
事
会
上
程
議
案・報
告
事
項

6
／
19
㈭ 

第
4
回 

正
副
会
長
会
議

・次
期
役
員
改
選
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
　
ほ
か

■
総
務
委
員
会

3
／
12
㈬ 

第
５
回 

総
務
委
員
会（
令
和
6
年
度
）

・令
和
７
年
度
事
業
計
画
書（
案
）及
び
収
支
予
算
書（
案
）

袋
井
建
設
業
協
会
、袋
井
地
区
建
設
事
業
協
同
組
合
、

建
災
防
静
岡
県
支
部
袋
井
分
会

・令
和
７
年
度
会
員
研
修

・令
和
７
年
度
定
時
総
会
等
の
開
催
計
画

4
／
22
㈫ 

第
1
回 

総
務
委
員
会（
兼
正
副
会
長
会
議
）

・令
和
7
年
度
定
時
総
会
等
の
進
行

・令
和
7
年
度
定
時
総
会
等
の
提
出
議
案
等

・会
員
研
修
の
参
加
申
込
状
況
　
ほ
か

6
／
22
㈰
〜
24
㈫ 

会
員
研
修
 

【
参
加
者
27
名
】

・島
根（
松
江
城
、出
雲
大
社
、石
見
銀
山
、足
立
美
術
館
）

令
和
7
年
3
月
〜
6
月

理
事
会

講
習
会

３
／
26
㈬ 

第
8
回
理
事
会（
令
和
6
年
度
）

監
事
会

そ
の
他
の
行
事

４
／
17
㈭ 

令
和
6
年
度 

決
算
関
係
監
査

　
袋
井
建
設
業
協
会
、袋
井
地
区
建
設
事
業
協
同
組
合
、

　
建
災
防
静
岡
県
支
部
袋
井
分
会

5
／
7
㈬ 
第
1
回
理
事
会

○
令
和
７
年
度
定
時
総
会
等
の
進
行

○
令
和
７
年
度
定
時
総
会
等
の
提
出
議
案
等

○
道
路
啓
開
に
係
る
割
付
の
見
直
し

○
家
畜
伝
染
病
協
定
に
係
る
班
編
成
の
見
直
し

○
県
協
会
第
１
回
理
事
会
の
概
要
　
ほ
か

◆
令
和
７
年
度 

静
岡
県
建
設
業
協
会
長
賞
表
彰

2
条
3
号（
永
年
、団
体
の
役
員
と
し
て
建
設
業
の
健
全

な
発
展
に
尽
力
し
、そ
の
功
績
が
顕
著
）

　
松
下
進
一
 

㈱
松
下
組
 

（
掛
川
市
）

2
条
４
号（
永
年
、企
業
経
営
の
要
職
に
あ
り
、業
界
の
健

全
な
発
展
に
尽
力
し
、そ
の
功
績
が
顕
著
）

　
三
井
隆
義
 

㈱
三
井
組
 

（
御
前
崎
市
）

５
条 （
職
務
に
精
励
し
、勤
務
成
績
が
良
好
）

　
加
藤
寿
一
 

戸
塚
建
設
㈱
 

（
掛
川
市
）

　
岡
田
繁
光
 

戸
塚
建
設
㈱
 

（
掛
川
市
）

　
赤
堀
太
潮
 

戸
塚
建
設
㈱
 

（
掛
川
市
）

　
増
田
　
覚
 

戸
塚
建
設
㈱
 

（
掛
川
市
）

　
佐
藤
友
基
 

戸
塚
建
設
㈱
 

（
掛
川
市
）

　
笠
原
　
香
 

戸
塚
建
設
㈱
 

（
掛
川
市
）

　
金
子
哲
也
 

丸
明
建
設
㈱
 

（
袋
井
市
）

　
杉
山
英
規
 

中
山
建
設
㈱
 

（
掛
川
市
）

　
松
浦
直
己
 

中
山
建
設
㈱
 

（
掛
川
市
）

　
渥
美
俊
一
郎
 
㈱
ア
キ
ヤ
マ
 

（
磐
田
市
）

表
彰

◆
令
和
７
年
度 

全
国
建
設
業
協
会
長
表
彰

2
条
４
号（
多
年
に
わ
た
り
企
業
経
営
の
要
職
に
あ
り
、

建
設
業
の
健
全
な
発
展
に
尽
力
し
、そ
の
功
績
が
顕
著
）

　
中
山
勝
義
 

中
山
建
設
㈱
 

（
掛
川
市
）

４
条
３
号（
会
員
相
互
の
倫
理
の
向
上
等
に
努
め
、健
全

な
建
設
業
の
発
展
の
た
め
の
成
果
が
顕
著
）

　
竹
初
建
設
㈱
 
 

（
森
町
）

５
条（
職
務
に
精
励
し
、勤
務
成
績
が
良
好
）

　
栁
澤
秀
雄
 

丸
明
建
設
㈱
 

（
袋
井
市
）

　
鈴
木
良
治
 

㈱
ア
キ
ヤ
マ
 

（
磐
田
市
）

◆
第
41
回
静
岡
県
建
設
業
協
会
建
設
も
の
創
り
大
賞

土
木
部
門
　
最
優
秀
賞

　
令
和
４
年
度（
国
）1
5
0
号
橋
梁
改
築
工
事

　（
仮
称
新
塩
新
田
橋
Ｐ
１
橋
脚
工
）

　
石
川
建
設
㈱
 
 

（
磐
田
市
）

建
築
部
門
　
最
優
秀
賞

　
令
和
５
年
度
月
見
の
里
学
遊
館
う
さ
ぎ
ホ
ー
ル
天
井

等
改
修
工
事（
建
築
）

　
中
村
組
・
塚
本
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

　
（
塚
本
建
設
㈱
）
 

（
袋
井
市
）

建
築
部
門
　
優
秀
賞
（
Ａ
部
門
）

　
磐
田
商
工
会
議
所
会
館
新
築
工
事

　
石
川
建
設
㈱
 
 

（
磐
田
市
）

◆
令
和
７
年
度 

全
国
中
小
建
設
業
協
会
会
長
表
彰

多
年
、建
設
業
に
従
事
す
る
と
と
も
に
団
体
等
の
役
員
と

し
て
尽
力
し
、協
会
及
び
中
小
建
設
業
発
展
に
功
績
顕
著

　
平
野
勝
啓
 

掛
川
土
建
㈱
 

（
掛
川
市
）

◆
令
和
７
年
度 

静
岡
県
建
設
産
業
団
体
連
合
会
会
長
表
彰

経
営
の
合
理
化
、技
術
の
向
上
等
を
図
り
、建
設
産
業
の

発
展
に
顕
著
な
功
績

　
中
村
勝
利
 

㈱
大
浜
中
村
組
 
（
掛
川
市
）

3
／
4
㈫
 地
震
に
よ
る
地
盤
や
イ
ン
フ
ラ
の
被
害・地
盤
の

　
液
状
化
に
関
す
る
技
術
講
演
会（
袋
井
土
木
事
務
所
主
催
）

・講
師
：
静
岡
理
工
科
大
学 

中
澤
土
木
工
学
科
教
授

  

 

【
参
加
者
13
名
】

4
／
24
㈭ 

道
路
啓
開
説
明
会（
袋
井
土
木
事
務
所
主
催
）

・道
路
啓
開
の
基
礎
知
識
、役
割
分
担
 
【
参
加
者
23
名
】

5
／
23
㈮ 

第
20
回
献
血
活
動
 

【
献
血
者
39
名
】

5
／
28
㈬ 

堤
防
決
壊
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン（
浜
松
河
川
国

　
道
事
務
所
主
催
）

・菊
川
水
系
牛
淵
川
 

【
参
加
者
１
社
2
名
】

6
／
1
㈰ 

グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
ー
ブ
活
動

・浅
羽
海
岸
松
林
植
樹
地
 

【
参
加
者
4
社
7
名
】

○
令
和
７
年
度
事
業
計
画
書（
案
）及
び
収
支
予
算
書（
案
）

　
袋
井
建
設
業
協
会
、袋
井
地
区
建
設
事
業
協
同
組
合
、

　
建
災
防
静
岡
県
支
部
袋
井
分
会

○
令
和
７
年
度
会
員
研
修

○
令
和
７
年
度
定
時
総
会
等
の
開
催
計
画

○
安
全
委
員
会
委
員
の
変
更

○
建
産
連
会
長
表
彰
候
補
者
の
推
薦

○
静
岡
県
優
秀
施
工
者
知
事
表
彰
候
補
者
の
推
薦

○
昭
和
百
年
記
念
昭
和
天
皇
記
念
館
大
規
模
刷
新・維
持

事
業
へ
の
寄
附
金

○
協
会
活
動
報
告（
正
副
会
長
職
務
執
行
状
況
）

○
県
協
会
第
８・９・10
回
理
事
会
の
概
要
　
ほ
か

3
／
21
㈮ 

技
能
講
習
講
師
団
会
議（
令
和
6
年
度
）

・令
和
7
年
度
講
習
計
画
　
ほ
か

4
／
4
㈮ 

安
全
祈
願
祭（
小
國
神
社
） 【出
席
者
49
名
】

5
／
16
㈮ 

第
2
回 

土
木
委
員
会

・技
術
発
表
会
、親
子
現
場
見
学
会
　
ほ
か

6
／
13
㈪ 

第
3
回 

土
木
委
員
会

・技
術
発
表
会
　
ほ
か

6
／
20
㈮ 

Ｊ
Ｃ
Ｍ・Ｄ
Ｖ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
①
 【参
加
者
15
名
】

「
建
設
工
事
で
役
立
つ
自
然
災
害
の
知
識
」

6
／
20
㈮ 

Ｊ
Ｃ
Ｍ・Ｄ
Ｖ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
②
 【参
加
者
18
名
】

「
現
場
の
創
意
工
夫
Ⅱ
」

■
環
境・災
害
対
策
委
員
会

3
／
5
㈬ 

移
動
式
レ
ン
ダ
リ
ン
グ
装
置
設
置
候
補
地
現
地
調
査

（
西
部
家
畜
保
健
衛
生
所
） 

【
参
加
者
１
名
】

・対
象
農
場
：
１
農
場

4
／
21
㈪ 

第
1
回 

環
境・災
害
対
策
委
員
会

・令
和
６
年
度
事
業
報
告

・令
和
７
年
度
事
業
計
画

・道
路
啓
開
に
係
る
割
付
の
見
直
し

・家
畜
伝
染
病
協
定
に
係
る
班
編
成
の
見
直
し
　
ほ
か

6
／
30
㈪ 

第
２
回 

環
境・災
害
対
策
委
員
会

・埋
却
地
防
疫
演
習
　
ほ
か

（
敬
称
略
）

4
／
9
㈬ 

監
理
技
術
者
講
習
 

【
受
講
者
29
名
】

4
／
22
㈫ 

刈
払
機
取
扱
作
業
者
に
対
す
る
安
全
衛
生
教
育

 
 

【
受
講
者
17
名
】

4
／
23
㈬ 

足
場
の
組
立
て
等
の
業
務
に
係
る
特
別
教
育

 
 

【
受
講
者
25
名
】

5
／
8
㈭ 

建
設
業
に
お
け
る
熱
中
症
予
防
指
導
員・管
理
 

者
研
修（
支
部
主
催
） 

【
受
講
者
22
名
】

5
／
21
㈬ 

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
安
全
帯
使
用
作
業
特
別
教
育

 
 

【
受
講
者
28
名
】

5
／
28
㈬ 

・29
㈭ 

職
長・安
全
衛
生
責
任
者
教
育

 
（
支
部
主
催
） 

【
受
講
者
17
名
】

6
／
3
㈫・4
㈬ 

型
枠
支
保
工
の
組
立
て
等
作
業
主
任

者
技
能
講
習
　
　
　
 

【
受
講
者
18
名
】

6
／
10
㈫
〜
12
㈭ 

地
山
の
掘
削
及
び
土
止
め
支
保
工
作

業
主
任
者
技
能
講
習
　
　
　
 
【
受
講
者
16
名
】

6
／
17
㈫・18
㈬ 

足
場
の
組
立
て
等
の
作
業
主
任
者
技

能
講
習
　
 

【
受
講
者
13
名
】

6
／
26
㈭ 

足
場
の
組
立
て
等
の
作
業
主
任
者
能
力
向
上
教
育

 
 

【
受
講
者
10
名
】

そ
の
28 

マ
マ
チ
ャ
リ
は
海
外
で
も
大
人
気
！

子
ど
も
を
安
全
に
乗
せ
た
い
と
い
う
お
母
さ

ん
た
ち
の
思
い
か
ら
作
り
出
さ
れ
た
の
が
日
本

が
誇
る
自
転
車・マ
マ
チ
ャ
リ
。

今
や
海
外
で
も
そ
の
頑
丈
さ
と
使
い
勝
手
の

良
さ
で
評
価
が
高
ま
り
、「
m
a
m
a
c
h
a
r
i
」

と
い
う
言
葉
が
そ
の
ま
ま

国
際
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い

る
の
で
す
！
ロ
ン
ド
ン
に
日

本
の
マ
マ
チ
ャ
リ
専
門
店
が

で
き
る
な
ど
人
気
は
広
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
29 

え
？
辛
み
は
味
じ
ゃ
な
い
の
？

辛
み
、実
は「
味
覚
」で
は
な
く「
痛
覚
」だ
っ
た

の
を
ご
存
じ
で
す
か
？
舌
の
味
覚
セ
ン
サ
ー
で
感

じ
る
の
は
甘
味・塩
味・酸
味・苦
味・旨
味
の
5
つ

と
考
え
ら
れ
て
お
り
、こ
れ

を「
五
味
」と
言
い
ま
す
。

辛
み
や
渋
み
は
、痛
覚

と
し
て
感
じ
て
い
る
の

で
、厳
密
に
は
味
覚
に
は

含
ま
れ
ま
せ
ん
。

ち
な
み
に
旨
味
は
日
本
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
30 

頼
み
事
の
際
は
右
耳
に
話
し
か
け
る
と
良
い

頼
み
事
が
あ
る
と
き
は
、相
手
の
右
耳
に
話
し

か
け
ま
し
ょ
う
。

あ
る
研
究
で
、頼
み
事
の
際
に
右
耳
に
話
し
か

け
た
場
合
は
、左
耳
に
話
し
か
け
た
場
合
よ
り
承

諾
率
が
2
倍
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。人

は
、左
耳
よ
り
右
耳
か
ら
聞

い
た
言
葉
の
ほ
う
が
理
解
し

や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　ど
う
し
て
も
お
願
い
し
た

い
事
が
あ
る
と
き
は
、ぜ
ひ

右
耳
に
話
し
か
け
て
み
ま

し
ょ
う
。

ち
ょっ
と
し
た
小
話

ち
ょっ
と
し
た
小
話

■
安
全
委
員
会

3
／
21
㈮ 

第
７
回 

安
全
委
員
会（
令
和
6
年
度
）

・令
和
6
年
度
活
動
報
告
　
ほ
か

4
／
4
㈮ 

第
１
回 

安
全
委
員
会

・令
和
7
年
度
事
業
計
画
　
ほ
か

6
／
16
㈪ 

第
2
回 

安
全
委
員
会

・袋
井
地
区
建
設
業
安
全
大
会
、安
全
研
修
会
　
ほ
か

■
広
報
委
員
会

3
／
13
㈭ 

第
12
回 

広
報
委
員
会（
令
和
6
年
度
）

・会
報「
つ
ち
お
と
第
1
6
3
号
」（
4
/
1
発
行
）の
校
正

及
び
令
和
7
年
度
発
行
計
画
等

4
／
25
㈮ 

第
1
回 

広
報
委
員
会

・会
報「
つ
ち
お
と
第
1
6
4
号
」の
編
集
計
画

5
／
19
㈪ 

第
2
回 

広
報
委
員
会

・会
報「
つ
ち
お
と
第
1
6
4
号
」の
編
集
　

6
／
16
㈪ 

第
3
回 

広
報
委
員
会

・会
報「
つ
ち
お
と
第
1
6
4
号
」の
原
稿
確
認
　

■
土
木
委
員
会

4
／
25
㈮ 

第
１
回 

土
木
委
員
会

・令
和
7
年
度
事
業
計
画
　
ほ
か

4
／
25
㈮ 

第
１
回
技
術
者
講
習
会
   【
参
加
者
62
名
】

「
頑
張
る
だ
け
で
は
乗
り
切
れ
な
い
！
事
例
で
学
ぶ
生
産

性
向
上
セ
ミ
ナ
ー
」（
ス
パ
イ
ダ
ー
プ
ラ
ス
㈱
）

「
ア
ナ
ロ
グ
な
作
業
か
ら
解
放
！
協
力
会
社
と
の
発
注
書・

請
求
書
の
電
子
化
に
つ
い
て
」（
㈱
イ
ン
フ
ォ
マ
ー
ト
）

「
デ
ジ
タ
ル
で
変
わ
る
現
場
管
理
！
施
工
管
理
Ｄ
Ｘ
入
門
」

（
㈱
建
設
シ
ス
テ
ム
）

「
建
設
業
界
特
化
型 

即
戦
力
人
材
活
用
サ
ー
ビ
ス
の
活

用
」（
㈱
助
太
刀
）

令和7年8月1日発行令和7年8月1日発行

by M.S



67

協
会
活
動
報
告

総
　会

５
／
15
㈭
　

令
和
7
年
度 

袋
井
建
設
業
協
会
定
時
総
会

●
令
和
６
年
度
決
算
の
承
認

●
定
款
の
一
部
変
更

●
報
告
事
項

・令
和
６
年
度
事
業
報
告

・令
和
７
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

・会
員
の
退
会

令
和
7
年
度 

袋
井
地
区
建
設
事
業
協
同
組
合

　
通
常
総
会

●
令
和
６
年
度
決
算
の
承
認

●
定
款
の
一
部
変
更

●
報
告
事
項

・令
和
６
年
度
事
業
報
告

・令
和
７
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

・組
合
員
の
脱
退

令
和
7
年
度 

建
災
防
静
岡
県
支
部
袋
井
分
会

　
通
常
総
会

●
令
和
６
年
度
決
算
の
承
認

●
規
程
の
一
部
変
更

●
報
告
事
項

・令
和
６
年
度
事
業
報
告

・令
和
７
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

委
員
会
等

■
正
副
会
長
会
議

3
／
26
㈬ 

第
12
回 

正
副
会
長
会
議（
令
和
6
年
度
）

・第
8
回（
令
和
6
年
度
）理
事
会
上
程
議
案・報
告
事
項

4
／
4
㈮ 

第
1
回 

正
副
会
長
会
議

・県
発
注
機
関
及
び
磐
田
労
基
署
へ
の
挨
拶・情
報
交
換

4
／
22
㈫ 

第
2
回 

正
副
会
長
会
議（
兼
総
務
委
員
会
）

・令
和
7
年
度
定
時
総
会
等
の
進
行

・令
和
7
年
度
定
時
総
会
等
の
提
出
議
案
等

・会
員
研
修
の
参
加
申
込
状
況
　
ほ
か

5
／
7
㈬ 

第
3
回 

正
副
会
長
会
議

・第
１
回
理
事
会
上
程
議
案・報
告
事
項

6
／
19
㈭ 

第
4
回 

正
副
会
長
会
議

・次
期
役
員
改
選
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
　
ほ
か

■
総
務
委
員
会

3
／
12
㈬ 

第
５
回 

総
務
委
員
会（
令
和
6
年
度
）

・令
和
７
年
度
事
業
計
画
書（
案
）及
び
収
支
予
算
書（
案
）

袋
井
建
設
業
協
会
、袋
井
地
区
建
設
事
業
協
同
組
合
、

建
災
防
静
岡
県
支
部
袋
井
分
会

・令
和
７
年
度
会
員
研
修

・令
和
７
年
度
定
時
総
会
等
の
開
催
計
画

4
／
22
㈫ 

第
1
回 

総
務
委
員
会（
兼
正
副
会
長
会
議
）

・令
和
7
年
度
定
時
総
会
等
の
進
行

・令
和
7
年
度
定
時
総
会
等
の
提
出
議
案
等

・会
員
研
修
の
参
加
申
込
状
況
　
ほ
か

6
／
22
㈰
〜
24
㈫ 

会
員
研
修
 

【
参
加
者
27
名
】

・島
根（
松
江
城
、出
雲
大
社
、石
見
銀
山
、足
立
美
術
館
）

令
和
7
年
3
月
〜
6
月

理
事
会

講
習
会

３
／
26
㈬ 

第
8
回
理
事
会（
令
和
6
年
度
）

監
事
会

そ
の
他
の
行
事

４
／
17
㈭ 

令
和
6
年
度 

決
算
関
係
監
査

　
袋
井
建
設
業
協
会
、袋
井
地
区
建
設
事
業
協
同
組
合
、

　
建
災
防
静
岡
県
支
部
袋
井
分
会

5
／
7
㈬ 

第
1
回
理
事
会

○
令
和
７
年
度
定
時
総
会
等
の
進
行

○
令
和
７
年
度
定
時
総
会
等
の
提
出
議
案
等

○
道
路
啓
開
に
係
る
割
付
の
見
直
し

○
家
畜
伝
染
病
協
定
に
係
る
班
編
成
の
見
直
し

○
県
協
会
第
１
回
理
事
会
の
概
要
　
ほ
か

◆
令
和
７
年
度 

静
岡
県
建
設
業
協
会
長
賞
表
彰

2
条
3
号（
永
年
、団
体
の
役
員
と
し
て
建
設
業
の
健
全

な
発
展
に
尽
力
し
、そ
の
功
績
が
顕
著
）

　
松
下
進
一
 

㈱
松
下
組
 

（
掛
川
市
）

2
条
４
号（
永
年
、企
業
経
営
の
要
職
に
あ
り
、業
界
の
健

全
な
発
展
に
尽
力
し
、そ
の
功
績
が
顕
著
）

　
三
井
隆
義
 

㈱
三
井
組
 

（
御
前
崎
市
）

５
条 （
職
務
に
精
励
し
、勤
務
成
績
が
良
好
）

　
加
藤
寿
一
 

戸
塚
建
設
㈱
 

（
掛
川
市
）

　
岡
田
繁
光
 

戸
塚
建
設
㈱
 

（
掛
川
市
）

　
赤
堀
太
潮
 

戸
塚
建
設
㈱
 

（
掛
川
市
）

　
増
田
　
覚
 

戸
塚
建
設
㈱
 

（
掛
川
市
）

　
佐
藤
友
基
 

戸
塚
建
設
㈱
 

（
掛
川
市
）

　
笠
原
　
香
 

戸
塚
建
設
㈱
 

（
掛
川
市
）

　
金
子
哲
也
 

丸
明
建
設
㈱
 

（
袋
井
市
）

　
杉
山
英
規
 

中
山
建
設
㈱
 

（
掛
川
市
）

　
松
浦
直
己
 

中
山
建
設
㈱
 

（
掛
川
市
）

　
渥
美
俊
一
郎
 
㈱
ア
キ
ヤ
マ
 

（
磐
田
市
）

表
彰

◆
令
和
７
年
度 

全
国
建
設
業
協
会
長
表
彰

2
条
４
号（
多
年
に
わ
た
り
企
業
経
営
の
要
職
に
あ
り
、

建
設
業
の
健
全
な
発
展
に
尽
力
し
、そ
の
功
績
が
顕
著
）

　
中
山
勝
義
 

中
山
建
設
㈱
 

（
掛
川
市
）

４
条
３
号（
会
員
相
互
の
倫
理
の
向
上
等
に
努
め
、健
全

な
建
設
業
の
発
展
の
た
め
の
成
果
が
顕
著
）

　
竹
初
建
設
㈱
 
 

（
森
町
）

５
条（
職
務
に
精
励
し
、勤
務
成
績
が
良
好
）

　
栁
澤
秀
雄
 

丸
明
建
設
㈱
 

（
袋
井
市
）

　
鈴
木
良
治
 

㈱
ア
キ
ヤ
マ
 

（
磐
田
市
）

◆
第
41
回
静
岡
県
建
設
業
協
会
建
設
も
の
創
り
大
賞

土
木
部
門
　
最
優
秀
賞

　
令
和
４
年
度（
国
）1
5
0
号
橋
梁
改
築
工
事

　（
仮
称
新
塩
新
田
橋
Ｐ
１
橋
脚
工
）

　
石
川
建
設
㈱
 
 

（
磐
田
市
）

建
築
部
門
　
最
優
秀
賞

　
令
和
５
年
度
月
見
の
里
学
遊
館
う
さ
ぎ
ホ
ー
ル
天
井

等
改
修
工
事（
建
築
）

　
中
村
組
・
塚
本
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

　
（
塚
本
建
設
㈱
）
 

（
袋
井
市
）

建
築
部
門
　
優
秀
賞
（
Ａ
部
門
）

　
磐
田
商
工
会
議
所
会
館
新
築
工
事

　
石
川
建
設
㈱
 
 

（
磐
田
市
）

◆
令
和
７
年
度 

全
国
中
小
建
設
業
協
会
会
長
表
彰

多
年
、建
設
業
に
従
事
す
る
と
と
も
に
団
体
等
の
役
員
と

し
て
尽
力
し
、協
会
及
び
中
小
建
設
業
発
展
に
功
績
顕
著

　
平
野
勝
啓
 

掛
川
土
建
㈱
 

（
掛
川
市
）

◆
令
和
７
年
度 

静
岡
県
建
設
産
業
団
体
連
合
会
会
長
表
彰

経
営
の
合
理
化
、技
術
の
向
上
等
を
図
り
、建
設
産
業
の

発
展
に
顕
著
な
功
績

　
中
村
勝
利
 

㈱
大
浜
中
村
組
 
（
掛
川
市
）

3
／
4
㈫
 地
震
に
よ
る
地
盤
や
イ
ン
フ
ラ
の
被
害・地
盤
の

　
液
状
化
に
関
す
る
技
術
講
演
会（
袋
井
土
木
事
務
所
主
催
）

・講
師
：
静
岡
理
工
科
大
学 

中
澤
土
木
工
学
科
教
授

  

 

【
参
加
者
13
名
】

4
／
24
㈭ 

道
路
啓
開
説
明
会（
袋
井
土
木
事
務
所
主
催
）

・道
路
啓
開
の
基
礎
知
識
、役
割
分
担
 
【
参
加
者
23
名
】

5
／
23
㈮ 

第
20
回
献
血
活
動
 

【
献
血
者
39
名
】

5
／
28
㈬ 

堤
防
決
壊
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン（
浜
松
河
川
国

　
道
事
務
所
主
催
）

・菊
川
水
系
牛
淵
川
 

【
参
加
者
１
社
2
名
】

6
／
1
㈰ 

グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
ー
ブ
活
動

・浅
羽
海
岸
松
林
植
樹
地
 

【
参
加
者
4
社
7
名
】

○
令
和
７
年
度
事
業
計
画
書（
案
）及
び
収
支
予
算
書（
案
）

　
袋
井
建
設
業
協
会
、袋
井
地
区
建
設
事
業
協
同
組
合
、

　
建
災
防
静
岡
県
支
部
袋
井
分
会

○
令
和
７
年
度
会
員
研
修

○
令
和
７
年
度
定
時
総
会
等
の
開
催
計
画

○
安
全
委
員
会
委
員
の
変
更

○
建
産
連
会
長
表
彰
候
補
者
の
推
薦

○
静
岡
県
優
秀
施
工
者
知
事
表
彰
候
補
者
の
推
薦

○
昭
和
百
年
記
念
昭
和
天
皇
記
念
館
大
規
模
刷
新・維
持

事
業
へ
の
寄
附
金

○
協
会
活
動
報
告（
正
副
会
長
職
務
執
行
状
況
）

○
県
協
会
第
８・９・10
回
理
事
会
の
概
要
　
ほ
か

3
／
21
㈮ 

技
能
講
習
講
師
団
会
議（
令
和
6
年
度
）

・令
和
7
年
度
講
習
計
画
　
ほ
か

4
／
4
㈮ 

安
全
祈
願
祭（
小
國
神
社
） 【出
席
者
49
名
】

5
／
16
㈮ 

第
2
回 

土
木
委
員
会

・技
術
発
表
会
、親
子
現
場
見
学
会
　
ほ
か

6
／
13
㈪ 

第
3
回 

土
木
委
員
会

・技
術
発
表
会
　
ほ
か

6
／
20
㈮ 
Ｊ
Ｃ
Ｍ・Ｄ
Ｖ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
①
 【参
加
者
15
名
】

「
建
設
工
事
で
役
立
つ
自
然
災
害
の
知
識
」

6
／
20
㈮ 

Ｊ
Ｃ
Ｍ・Ｄ
Ｖ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
②
 【参
加
者
18
名
】

「
現
場
の
創
意
工
夫
Ⅱ
」

■
環
境・災
害
対
策
委
員
会

3
／
5
㈬ 

移
動
式
レ
ン
ダ
リ
ン
グ
装
置
設
置
候
補
地
現
地
調
査

（
西
部
家
畜
保
健
衛
生
所
） 

【
参
加
者
１
名
】

・対
象
農
場
：
１
農
場

4
／
21
㈪ 

第
1
回 

環
境・災
害
対
策
委
員
会

・令
和
６
年
度
事
業
報
告

・令
和
７
年
度
事
業
計
画

・道
路
啓
開
に
係
る
割
付
の
見
直
し

・家
畜
伝
染
病
協
定
に
係
る
班
編
成
の
見
直
し
　
ほ
か

6
／
30
㈪ 

第
２
回 

環
境・災
害
対
策
委
員
会

・埋
却
地
防
疫
演
習
　
ほ
か

（
敬
称
略
）

4
／
9
㈬ 

監
理
技
術
者
講
習
 

【
受
講
者
29
名
】

4
／
22
㈫ 

刈
払
機
取
扱
作
業
者
に
対
す
る
安
全
衛
生
教
育

 
 

【
受
講
者
17
名
】

4
／
23
㈬ 

足
場
の
組
立
て
等
の
業
務
に
係
る
特
別
教
育

 
 

【
受
講
者
25
名
】

5
／
8
㈭ 

建
設
業
に
お
け
る
熱
中
症
予
防
指
導
員・管
理
 

者
研
修（
支
部
主
催
） 

【
受
講
者
22
名
】

5
／
21
㈬ 

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
安
全
帯
使
用
作
業
特
別
教
育

 
 

【
受
講
者
28
名
】

5
／
28
㈬ 

・29
㈭ 

職
長・安
全
衛
生
責
任
者
教
育

 
（
支
部
主
催
） 

【
受
講
者
17
名
】

6
／
3
㈫・4
㈬ 

型
枠
支
保
工
の
組
立
て
等
作
業
主
任

者
技
能
講
習
　
　
　
 

【
受
講
者
18
名
】

6
／
10
㈫
〜
12
㈭ 

地
山
の
掘
削
及
び
土
止
め
支
保
工
作

業
主
任
者
技
能
講
習
　
　
　
 
【
受
講
者
16
名
】

6
／
17
㈫・18
㈬ 

足
場
の
組
立
て
等
の
作
業
主
任
者
技

能
講
習
　
 

【
受
講
者
13
名
】

6
／
26
㈭ 

足
場
の
組
立
て
等
の
作
業
主
任
者
能
力
向
上
教
育

 
 

【
受
講
者
10
名
】

そ
の
28 

マ
マ
チ
ャ
リ
は
海
外
で
も
大
人
気
！

子
ど
も
を
安
全
に
乗
せ
た
い
と
い
う
お
母
さ

ん
た
ち
の
思
い
か
ら
作
り
出
さ
れ
た
の
が
日
本

が
誇
る
自
転
車・マ
マ
チ
ャ
リ
。

今
や
海
外
で
も
そ
の
頑
丈
さ
と
使
い
勝
手
の

良
さ
で
評
価
が
高
ま
り
、「
m
a
m
a
c
h
a
r
i
」

と
い
う
言
葉
が
そ
の
ま
ま

国
際
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い

る
の
で
す
！
ロ
ン
ド
ン
に
日

本
の
マ
マ
チ
ャ
リ
専
門
店
が

で
き
る
な
ど
人
気
は
広
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
29 

え
？
辛
み
は
味
じ
ゃ
な
い
の
？

辛
み
、実
は「
味
覚
」で
は
な
く「
痛
覚
」だ
っ
た

の
を
ご
存
じ
で
す
か
？
舌
の
味
覚
セ
ン
サ
ー
で
感

じ
る
の
は
甘
味・塩
味・酸
味・苦
味・旨
味
の
5
つ

と
考
え
ら
れ
て
お
り
、こ
れ

を「
五
味
」と
言
い
ま
す
。

辛
み
や
渋
み
は
、痛
覚

と
し
て
感
じ
て
い
る
の

で
、厳
密
に
は
味
覚
に
は

含
ま
れ
ま
せ
ん
。

ち
な
み
に
旨
味
は
日
本
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
30 

頼
み
事
の
際
は
右
耳
に
話
し
か
け
る
と
良
い

頼
み
事
が
あ
る
と
き
は
、相
手
の
右
耳
に
話
し

か
け
ま
し
ょ
う
。

あ
る
研
究
で
、頼
み
事
の
際
に
右
耳
に
話
し
か

け
た
場
合
は
、左
耳
に
話
し
か
け
た
場
合
よ
り
承

諾
率
が
2
倍
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。人

は
、左
耳
よ
り
右
耳
か
ら
聞

い
た
言
葉
の
ほ
う
が
理
解
し

や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　ど
う
し
て
も
お
願
い
し
た

い
事
が
あ
る
と
き
は
、ぜ
ひ

右
耳
に
話
し
か
け
て
み
ま

し
ょ
う
。

ち
ょっ
と
し
た
小
話

ち
ょっ
と
し
た
小
話

■
安
全
委
員
会

3
／
21
㈮ 

第
７
回 

安
全
委
員
会（
令
和
6
年
度
）

・令
和
6
年
度
活
動
報
告
　
ほ
か

4
／
4
㈮ 

第
１
回 

安
全
委
員
会

・令
和
7
年
度
事
業
計
画
　
ほ
か

6
／
16
㈪ 

第
2
回 

安
全
委
員
会

・袋
井
地
区
建
設
業
安
全
大
会
、安
全
研
修
会
　
ほ
か

■
広
報
委
員
会

3
／
13
㈭ 

第
12
回 

広
報
委
員
会（
令
和
6
年
度
）

・会
報「
つ
ち
お
と
第
1
6
3
号
」（
4
/
1
発
行
）の
校
正

及
び
令
和
7
年
度
発
行
計
画
等

4
／
25
㈮ 

第
1
回 

広
報
委
員
会

・会
報「
つ
ち
お
と
第
1
6
4
号
」の
編
集
計
画

5
／
19
㈪ 

第
2
回 

広
報
委
員
会

・会
報「
つ
ち
お
と
第
1
6
4
号
」の
編
集
　

6
／
16
㈪ 

第
3
回 

広
報
委
員
会

・会
報「
つ
ち
お
と
第
1
6
4
号
」の
原
稿
確
認
　

■
土
木
委
員
会

4
／
25
㈮ 

第
１
回 

土
木
委
員
会

・令
和
7
年
度
事
業
計
画
　
ほ
か

4
／
25
㈮ 

第
１
回
技
術
者
講
習
会
   【
参
加
者
62
名
】

「
頑
張
る
だ
け
で
は
乗
り
切
れ
な
い
！
事
例
で
学
ぶ
生
産

性
向
上
セ
ミ
ナ
ー
」（
ス
パ
イ
ダ
ー
プ
ラ
ス
㈱
）

「
ア
ナ
ロ
グ
な
作
業
か
ら
解
放
！
協
力
会
社
と
の
発
注
書・

請
求
書
の
電
子
化
に
つ
い
て
」（
㈱
イ
ン
フ
ォ
マ
ー
ト
）

「
デ
ジ
タ
ル
で
変
わ
る
現
場
管
理
！
施
工
管
理
Ｄ
Ｘ
入
門
」

（
㈱
建
設
シ
ス
テ
ム
）

「
建
設
業
界
特
化
型 

即
戦
力
人
材
活
用
サ
ー
ビ
ス
の
活

用
」（
㈱
助
太
刀
）

令和7年8月1日発行令和7年8月1日発行

by M.S
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令和7年8月1日発行

金原建設㈱/㈱倉石
石川建設㈱/岡野建設㈱

令和7年度安全関係講習会を実施しました！ 安全関係DVDを貸し出しています

優良事業場賞
受賞者

安全関係DVD等を貸し出しています
袋井建設業協会・建災防静岡県支部袋井分会では、
社内教育等にお役立ていただくため、袋井建設業協
会会員事業所を対象に、安全関係DVD等の貸出しを
行っております。
要望に応じて必要な内容のものを取り揃えること

も検討しますので、ぜひご活用ください。
建設物価・積算資料もあります。
（隔月偶数月）
詳細は協会HP（下記参照）
協会員専用ページ
安全関係資料

6月20日㈮ あざれあ6・7階大
ホール 袋井分会から9名参加
建災防 安全・衛生管理士によ
る特別講演
『高年齢労働者の安全と健康

確保のためのガイドライン他について』

令和7年度 工事現場 安全パトロール実施結果
これいいね！ すぐ直そう！

第39回 袋井地区建設業安全大会　７月2日（水） 袋井建設業会館　参加者52名 

建災防静岡県支部安全指導者研修会
（赤）【優秀賞】 ㈱増田組 藤原 和之
（黄）【佳　作】 ㈱アキヤマ 町田 弘幸
（緑）【佳　作】 乗松建設㈱ 山﨑 将史

応募総数１６6点 たくさんのご応募ありがとうございました

【感謝状授与】 ㈱永井組　川本 英一　氏
安全関係講習講師

磐田労働基準監督署
小﨑 浩孝 署長

袋井土木事務所
佐藤 純一郎 次長

中遠農林事務所
岡本 勝喜 農村計画課長

来賓あいさつ
役員・安全委員 集合写真 がんばろう三唱 中村協会長あいさつ

安全への意識をさらに高めるために、安全の誓いを唱和し、がんばろう三唱を行いました！

材料が雨がかりにならないよう
屋根を設置していた。

KY用紙に個人のスローガンを
各自記載していた。

工事用道路の電気配線横断箇
所はコードプロテクターを使用
し養生されていた。

敷鉄板の溶接が取れて段差が発
生している。
（安衛則540条）

▪刈払機取扱作業者に対する安全衛生教育 4/22
▪足場の組立て等の業務に係る特別教育 4/23
▪建設業等における熱中症予防指導員・管理者研修 5/8
▪フルハーネス型安全帯使用作業特別教育 5/21
▪職長・安全衛生責任者教育 5/28～29
▪型枠支保工の組立て等作業主任者技能講習 6/3～4
▪地山の掘削及び土止め支保工作業主任者技能講習 6/10～12
▪足場の組立て等作業主任者技能講習 6/17～18
▪足場の組立て等作業主任者能力向上教育 6/26

作業者の特性や状況に応じた作業管理が重要です

作業の安全性と技術力の向
上を目指し、多くの方が受講
しました。


